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　昨年５月に制定された森林経営管理法が本年４

月１日から施行されます。この法律では、森林所

有者の責務として、適時に伐採、造林及び保育を

実施することにより経営管理を行わなければなら

ないとした上で、森林所有者自らが森林の経営管

理を実行できない場合は、森林所有者の委託を受

けて、伐採等を実施するための権利（経営管理権）

を市町村に設定し集積することにしています。

　この場合に市町村は、委託された森林のうち林

業経営に適した森林を、意欲と能力のある林業経

営者に再委託して､伐採等を実施するための権利

（経営管理実施権）を設定します。経営管理権及

び経営管理実施権は、立木の所有権を森林所有者

に帰属したままで、所有者以外の第三者が立木の

伐採等を行えるようにするために設定される権利

です。また、主伐を行う場合には、林業経営者は

伐採後の植栽及び保育に要すると見込まれる額を

適切に留保しなければならないとしています。

　今後、この制度が活用されて再委託が進めば、

森林所有者への伐採収益の還元・支払方法が透明

化され、見える化が進展することで、伐採、植栽、

保育のコストを抑えて、伐採収益を森林所有者に

対してより多く支払える生産性の高い林業経営者

への集積・集約化がより一層進むことが期待され

ます。

　さらに、昨年10月に閣議決定された新たな全

国森林計画（計画期間：H31.4.1～H46.3.31）では、

計画期間中の人工造林面積を102万8千haと計画

しており、前計画（計画期間：H26 . 4 . 1～

H41.3.31）の84万6千haに比べて22％も増加し

ています。

　このような状況の下で、林木育種センターを含

む森林総合研究所全体で、今年度から新たに、エ

リートツリー等を用いて植栽から保育までのトー

タルコストを削減する施業体系を開発することを

目的とした「成長に優れた苗木を活用した施業モ

デルの開発」（農林水産技術会議戦略的プロジェ

クト研究：H30～34）に取り組んでいます。

　また林木育種センターでは、特に主伐・再造林

が進む九州地域でのスギさし木苗の大量需要に応

えて効率的な生産ができるように、今年度から新

たに「新技術を用いたさし木法による、コスト３

割削減で２倍の生産量を実現するスギさし木苗生

産方法の確立」（イノベーション創出強化研究推

事業：H30～32）に取り組んでいます。さらに、

都道府県等に配布する原種苗木が平成25年度に

約１万本だったものが平成30年度には約２万本

の見込みであり、５年間で倍増している状況に即

応して原種苗木の一層の生産性の向上を目指し

て、今年度から新たに、「エリートツリー等の原

種増産技術の開発事業」（林野庁補助事業：H30～）

にも取り組んでいます。

　林木育種センターでは、本年も引き続き、森林

政策の動向や地域のニーズに対応した業務を展開

していく考えであり、関係の皆様のご理解、ご協

力をお願いする次第です。 
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　9月から10月にかけて、林業研究・技術開発

推進ブロック会議育種分科会が、林野庁、（国研）

森林研究・整備機構の共催で開催されました。こ

の会議は、林野庁、林木育種センター、都道府県

等の連携による林木育種の推進を目的として、毎

年、北海道、東北、関東・中部、近畿・中国・四国、

九州の5ブロックで開催されています。林木育種

センターからは成長に優れたスギ無花粉品種の

開発にかかる情報提供や原種苗木の計画的な配

布等について説明しました。

　関東・中部ブロック育種分科会では、室内協議

の翌日に栃木県で現地検討会が開催され、栃木県

林業センター構内の少花粉スギ・ヒノキ採種園

（写真1）等を視察しました。

　また、北海道、東北、近畿・中国・四国の各ブロッ

クについては、この会議と併せて特定母樹等普及

促進会議を開催し、特定母樹の普及等について情

報提供や議論を行いました。なお、関東・中部の

特定母樹等普及促進会議は７月に茨城県日立市

の林木育種センターで、九州では11月に熊本県

人吉市で開催し、関東・中部では主にスギ特定母

樹等を普及するための取組について、林野庁、都

県等の関係機関、民間事業体が参加し、協議を行

いました。

　10月20日（土）に、林木育種センターの一般

公開「第23回親林の集い」を開催し、晴天に恵

まれ約1,100名と多くの方々にご来場いただき

ました。

　研究紹介コーナー（写真1）やクイズラリーの

他、近隣の保育園や中学校に協力をいただき、吹

奏楽等の演奏を行いました。また、茨城森林管理

署、常陸の森クラブ、森林総合研究所、森林整備

センター、森林保険センターにも協力いただき、

リース作り、木の鉛筆立て作り、ウッドクラフト

作り、漢字当てクイズ（写真2）、葉書作りなど、

来場者に楽しく体験していただきました。来年も

同時期に「親林の集い」を開催する予定ですので、

是非ご来場下さい。

写真1　栃木県林業センター構内の採種園での現地検討 写真2　漢字当てクイズ

写真１　研究紹介コーナー

（企画部　育種企画課）
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表紙タイトル写真

＜コンテナ苗を台木としたスギのつぎ木試験＞

急増している原種配布要望に対応するために、クローン苗増殖の高効

率化に取り組んでいます。


